
 

保健室
ほけんしつ

の利
り

用
よう

について 
 

ケガをしたときや体
たい

調
ちょう

が悪
わる

いときはもちろん、話
はな

したいときなど自
じ

由
ゆう

に利
り

用
よう

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

に保
ほ

健
けん

室
しつ

を利
り

用
よう

すると、その授
じゅ

業
ぎょう

は遅遅
ち

刻刻
こく

や早
そう

退
たい

、欠欠
けっ

席席
せき

になってしまいます。 

緊
きん

急
きゅう

の場
ば

合
あい

を除
のぞ

き、できるだけ休
やす

み時
じ

間
かん

内
ない

や放
ほう

課
か

後
ご

に利
り

用
よう

してください。 

 

保
ほ

健
けん

室
しつ

からのお願
ねが

い 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                          

１．保
ほ

健
けん

室
しつ

へは、先
せん

生
せい

に一
ひと

言
こと

ことわってから来
き

てください。 

２．来
らい

室
しつ

時
じ

、あいさつをしっかりと。 

３．“いつ・どこで・どうして・どうなった” をはっきり説
せつ

明
めい

できるようにしよう。 

４．応
おう

急
きゅう

手
て

当
あて

は、養
よう

護
ご

教
きょう

諭
ゆ

が行いますが、いない時
とき

は、職
しょく

員
いん

室
しつ

にいる先
せん

生
せい

に声
こえ

をかけて

ください。対
たい

応
おう

してくださいます。 


